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講演２ 

 

ヒトはラッコやオットセイとあたらしい関係を 
築けるか 

三谷 曜子（野生動物研究センター 教授） 

  

 よろしくお願いいたします。野生動物研究

センターの三谷と申します。今日は、「ヒトは

ラッコやオットセイと新しい関係を築ける

か」ということで話をしていきたいと思いま

す。 

 私が研究している海棲哺乳類には、いろい

ろな動物たちがいます。海棲哺乳類は哺乳類

でありながら水中生活に適応した鯨類、鰭脚

類、海牛類、ラッコやホッキョクグマなどの総

称です。この写真を見ても分かると思うので

すけれども、背景が海の中だったり、陸だった

りします。このように、海棲哺乳類には、一生

を水中で過ごす鯨類や、海牛類（ジュゴンやマ

ナティ）から、あまり海には入らないホッキョ

クグマまで、さまざまです。ホッキョクグマが

なぜ海棲哺乳類かと言うと、海棲哺乳類のア

ザラシ、イルカ、クジラを餌にする特徴がある

ためです。 

 私が、なぜ海棲哺乳類の研究をしているか

という話からしていきたいと思います。私は、

中学時代に、ザトウクジラが回遊をするとい

う話をテレビで聞きました。ハワイなどの温暖な所から、ベーリング海、アラスカのほうまで毎

年毎年 1往復するのを知ったわけです。なぜこんな片道 3000 から 5000 キロメートルの距離を毎

年移動するのだろうか、というのが疑問で、そ

れを解き明かしてみたいなと思ったのが、海

棲哺乳類を研究したいなと思ったきっかけで

した。 

 なぜ、ザトウクジラがハワイからアラスカ、

日本からも沖縄とか、小笠原とかからロシア

やアラスカに行くのか、ですけれども、どの個

体が行っているかがなぜ分かるかというと、

ザトウクジラは尾びれの裏側の模様が 1 個体

1個体違うからなんですね。なので、尾びれを

上げて潜ったときに写真を撮って、この白い
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部分とか、真っ黒な部分とか、ぎざぎざの部分を見て、1 個体 1 個体識別をすると、ハワイに何

年にいたやつが、夏になるとアラスカのほうにいるとか、そういうことが分かるわけです。 

 このように大きな回遊をするものが海棲哺

乳類にはたくさんいまして、こちらの回遊性

の海棲哺乳類は、オホーツク海のサハリン、

千島列島、コマンダー諸島から日本へ、プリ

ビロフ諸島から、カリフォルニアに行くので

すけれども、この動物は何かというと、キタ

オットセイという動物です。このキタオット

セイは、日本の銚子沖ぐらいから、コマンダ

ー諸島やプリビロフ諸島などまでぐるっと回

遊しています。このキタオットセイの回遊が

なぜ分かったのかは、後ほどお話をします。 

 キタオットセイの分布について、この薄い

水色の部分が、キタオットセイがよくいる場

所です。もちろん新潟の沖にもいます。冬の

この時期ぐらいに沖のほうに行くと見ること

ができると思います。チュレニー島、千島列

島、コマンダー諸島と書いてあるのが、繁殖

している場所です。夏、6〜7月になると、こ

の島の上で子どもを生んで、冬になると南下

してご飯を食べると言われています。 

 私たちが北海道で研究をしていたときに、

このオットセイで問題が起こりました。これは、オットセイの大きなオスなんですけれども、何

かくわえて引っ張っています。これは漁網です。刺し網と呼ばれるもので、何の魚か分かります

か。皆さんも食べたことがあると思うのですけれども、これはホッケです。ホッケを刺し網で捕

ると、その刺し網を漁師さんが上げてくるときに、オットセイが海面で待っていて、食べていっ

てしまうわけです。これがかじられたホッケです。そうすると、このホッケは売れなくなってし

まいます。 

 このようなオットセイと漁業との競合が、2007 年ぐらいから見られるようになりまして、それ

で、私たちは研究を始めています。 

 海棲哺乳類というのは、海洋生態系におけ

る高次捕食者です。先ほどの遠藤先生がやっ

ていらした植物プランクトンが光合成をしま

すが、動物プランクトンの餌ともなります。

オキアミとかですね。その動物プランクトン

を食べる魚がいます。魚を食べるオットセイ

がいたり、プランクトンを食べるミンククジ

ラなどのヒゲクジラ類がいたり、魚やオット

セイやクジラを食べるシャチがいたり、この

海洋生態系における高次捕食者が海棲哺乳類です。 
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 そして海洋では、これら海棲哺乳類だけではなくて、ヒトも海の恵みを享受していることにな

ります。ですので、オットセイとヒトとには、今、漁獲物をめぐって競うという関係があります。 

 では、オットセイとヒトはどんな関係があ

るか、法律的に見ていきますと、オットセイ

には「臘虎膃肭臍猟獲取締法」という明治 45

年にできた法律があります。つまり、そのこ

ろから、私たちヒトとオットセイには関わり

があったということです。100 年以上前の法

律で、日本で一番古い法律の 1つに入ります。 

 そういうことで、今回は、このオットセイ

とヒトの関係の歴史を振り返っていきたいと

思います。この法律なんですけれども、一番

最初の「臘虎」はラッコと読みます。ということで、ラッコについても一緒に振り返っていきた

いと思います。 

 ラッコはオットセイと違って回遊をそれ

ほどしません。チシマラッコ、アラスカラッ

コ、カリフォルニアラッコという 3つの亜種

がいると言われています。この実線で描いて

ある所は、昔にいた場所。そして、塗られて

いる所は、現在いる場所になっています。新

潟のマリンピアの水族館にも、前までラッコ

がいたんですけれども、そのラッコはアメリ

カから連れてきたラッコの子孫です。子ども

の子どもみたいな感じです。 

 日本にいるとしたら北海道なんですけれども、北海道はチシマラッコで、アラスカラッコとか

カリフォルニアラッコよりちょっと大きい大きめのラッコになります。最近、北海道東部でラッ

コの親子連れが見られるようになりました。2014 年から見られるようになったという報告があり

ます。私たちヒトとラッコとの関係が、2014 年ぐらいから始まってきたというようにも言えます。 

 しかし、江戸時代を見てみますと、ラッコやキタオットセイは昔からいた証拠として『蝦夷島

奇観』という 1800 年の本にラッコの絵が、『膃肭臍猟乃総説』では北海道の噴火湾で、オットセ

イを銛で捕ろうとしているアイヌの方々の絵が残されています。 

 オットセイは、捕られるとどうなるかと言うと、松前藩に持っていかれて取引されるわけです。

捕られたオットセイは、おなかを割かれて、内臓を出されて、肉とか毛皮とかを塩漬けにしてい

まして、一番重要だったのは、オスの生殖器です。漢方薬、精力剤として使われていました。ア

イヌの方が描かれた絵では、ラッコの毛皮に座っているところが描かれているものもあります。

このように江戸時代から、北海道ではラッコやオットセイを捕ったり、取引して、京都にもおそ

らく送られてきていたでしょう。 
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 同じくらいの 1800 年前後の海外ではどう

だったかと言いますと、1741 年に、ロシアか

らアラスカに向けて探検隊が行きますけれ

ども、そこでコマンダー諸島という島が見つ

かります。ここにラッコがいっぱいいたんで

すね。ラッコの毛皮は、ソフトゴールド、柔

らかい金とも呼ばれてとても価値のあるも

のでした。この左下の写真は、全部ラッコの

毛皮が干してあるところです。1760 年代にな

ると、ラッコを求めて千島列島のほうにも降

りてきます。これは、三代歌川広重の 1877 年の絵ですけれど、こちらにロシア人が、アリューシ

ャン列島から連れてきたアリュートの人に、ここにいるラッコを 3人乗りのカヌーで捕らせてい

る絵です。こういうことが行われてきました。 

 乱獲によって激減をし、それまで 15 万から 30 万いたと言われているラッコは、1000 から 2000

頭まで減ったと言われています。このラッコの毛皮は、現在の日本でも漁網に引っ掛かったり漂

着したものが毛皮になって、根室の博物館とかに置いてあるんですけれども、大きいです。この

ぐらいの大きさです。 

 なぜ、ラッコの毛皮はソフトゴールドと呼

ばれるぐらい高価値なのか、という話もして

いきたいと思います。 

 先ほどのように、海棲哺乳類はいろいろい

て、ずっと海の中にいるものから、海と陸を

行き来しているものがあるのですけれども、

海の中は寒いです。皆さんも 25℃の水温のプ

ールで泳げと言われたら、ちょっと寒い。ぶ

るぶるして唇が青くなると思うんですけれど

も、25℃の気温だったら過ごしやすいです。 

 水の中は、どんどん、どんどん熱が奪われていきます。その寒い海の中で生きるためにはどう

するか。防寒しなきゃいけないということで、1 つの解決方法としては、厚い脂肪層で断熱をす

るということです。皆さんが、寒いときにダウンジャケットを着るようなものです。 

 例えばホッキョククジラは、北極海、上から下までマイナス 2℃の中で生まれてから死ぬまで

生きています。なので、すごく厚い脂肪層で、14 センチメートル以上の厚い脂肪層を持っていま

す。脂肪層を持っているのは、ほかにも、イルカ類とか、海牛類とか、アザラシ類とかがいて、

ホッキョクグマは脂肪もあるし毛皮もあります。 

 この脂肪層を持つことで水の中で生きられるわけですけれどもラッコは全く脂肪層がないの

です。ラッコは、海への進出が一番最近なのです。ラッコは、100 から 300 万年前に海に進出し

たと言われています。鰭脚類、アザラシとかオットセイとかは 2800 万年前ぐらい、鯨類はそれよ

りももっと前で、5000 万年前ぐらいです。ラッコは、イタチ、カワウソとかと同じグループです
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けれども、彼らは脂肪ではなく毛皮、1平方セ

ンチメートル当たり 10 から 15 万本もの毛皮

を持っていて、その毛皮に含んだ空気で断熱

をしています。 

 ラッコが顔をゴシゴシやったり、背中とか

おなかをゴシゴシするグルーミングと呼ばれ

る毛づくろいする行動を見たことがあると思

いますけれども、この毛づくろいというのは、

毛皮の中に空気を入れて空気で断熱するもの

です。そのほかに、ラッコが手と手を合わせ

ているところを見たことがあると思うんですけれども、これはなぜかと言うと、ラッコの手のひ

らには毛がないのです。彼らは潜って餌を食べるんですけれども、毛皮があると餌を探すのに邪

魔になるので、ここは毛がありません。毛がないと、どんどん熱を奪われていってしまいます。

なので、手と手を合わせているんですね。 

 ほかにも毛がない部分があって、それが鼻です。大きな鼻を持っているのですが、鼻からも熱

が逃げていってしまいます。手と手で鼻を押さえるような格好をすることがあるのですけれども、

これは断熱をしているということです。 

 ラッコが毛皮のためにたくさん捕られて、

乱獲されると、オットセイも乱獲されていき

ます。このキタオットセイも、1平方センチメ

ートル当たり 6 万本という、ラッコには劣り

ますけれども、ほかの動物に比べればかなり

いい毛皮を持っています。こちらはプリビロ

フ諸島です。アラスカのほうでどうやって捕

っているかの写真なんですけれども、このよ

うな金属のドラム缶のようなもので、音をガ

ンガン出して、オットセイを追い立てていく

んですね。追い立てていった先に、殺す場所

があって、この白くなっているのは、毛皮を剥がれてそこらへんに放っておかれたオットセイの

死屍累々なんですけれども、このようにしてたくさん捕っていきました。 

 アラスカの島がアメリカなので、それまでカナダとか日本とかは陸上で捕れませんでした。そ

こで外洋でも捕ってしまえということで、外洋でも捕るようになります。日本からも、いろいろ

な所に行って、毛皮を捕っています。右下の写真は、日本の『函館市史』に載っている写真で、

全部オットセイの毛皮です。オットセイの毛皮で財を成した人がいっぱいいたことになります。 
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 このようにがんがん捕っていると、やはり

乱獲が起こります。アラスカのプリビロフ諸

島でのオットセイの捕獲数のデータがあり

まして、1786 年ぐらいから 1985 年代までが

横軸で、縦軸が捕獲数の千頭単位です。最初

にプリビロフ諸島では、200 から 250 万頭が

生息していたと言われています。そのとき

に、1 年間で 4 万頭ぐらい捕っていました。

そうすると、個体数が減り、それに伴って捕

獲数も減ってしまいます。 

その後ちょっと管理をするようになったんですけれども、ここで、ロシアからアメリカにアラ

スカが売られます。そうすると、会社もぐちゃぐちゃになって、管理もぐちゃぐちゃになって、

すごく捕られるようになりました。この点線は外洋で捕られている数です。ピークになりますと、

年 12 万頭も捕獲することになり、個体群が崩壊します。1910 年ぐらいになると、個体数は 30 万

頭ぐらいになってしまいました。この減ったところで、国際条約ができます。つまり、オットセ

イの歴史としては、1786 年に発見されて、乱獲されて、これではいけないということで国際条約

が締結されて、この国際条約を受けて「臘虎膃肭臍猟獲取締法」という日本国内の法律ができた

ということになります。 

先ほどから見せているこのキタオットセ

イの回遊なんですけれども、この図がなぜで

きたのかというと、オットセイは個体識別は

できなくて、このように外洋で捕っていたの

で、どの時期にどの海域に行けばオットセイ

がいるかというのが、オットセイ漁師によっ

て分かっていた、というものなんですね。オ

ットセイ漁があったので、オットセイの回遊

がここまで分かっています。 

 日本のオットセイ漁は、外洋ではどこでや

っていたかと言いますと、太平洋側が主で

す。三陸沖と、北海道の太平洋岸で、主にこ

のあたりでよく捕っていたことが分かって

います。この三陸沖が、冬の日本周辺におけ

るオットセイの重要な海域、餌を食べている

海域なんですけれども、このあたりで調査も

行われてきました。 

 戦後、オットセイを捕りたいと考えていた

各国は、「北太平洋のおっとせいの保存に関

する暫定条約」を締結していきます。1957 年です。国際条約が 1911 年にあって、その後、太平

洋戦争をまたいで、またオットセイを使うための保護管理をしようということになったわけです。 
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 日本でも、おっとせい研究室が、水産研究所で発足します。そのときに何をやっていたかとい

うと、1960 年代、70 年代、80 年代に、三陸沖でオットセイを捕って胃内容物を調べたり、生物

的な特徴を調べたりしていたわけです。三陸沖で捕ったものを見てみると、長期的な魚種交代に

対応してオットセイの餌が変化することが分かりました。1960 年代のオットセイのおなかの中に

は、タラ科、ハダカイワシ科と呼ばれるものが入っていたんですけれども、1970 年代になると、

サバが増えてきまして、サバがいっぱいになりました。1980 年になると、サバからマイワシに変

わっていったわけです。そういうことで、海洋の生態系の変動に対して、オットセイも行動や餌

を変化させていることが分かりました。 

 これまでオットセイのことを調べて、個体数

がいっぱいいて、十分に捕れるようになったら

利用していこう、また、毛皮を取るために捕獲

していこうという流れだったのですけれども、

そのころに利用から保全へ世界の流れは変わ

っていました。1972 年には、アメリカで「海棲

哺乳類保護法」が制定されています。海棲哺乳

類は、捕獲対象ではなく保護対象だということ

です。そして、左の写真のように網に絡まった

オットセイとか、そういうものが問題になっていきます。1982 年、アメリカでは漁業による混獲

死亡の問題提起が行われ、1987 年のアメリカでは、国内 NGO などの反対により、「北太平洋のお

っとせいの保存に関する暫定条約」延長を批准できませんでした。この条約は捕ろうとするため

の条約だったので、もうそういうものではない

ということで、1984 年にさかのぼって失効し

てしまいました。このように、網に絡まる問題

の元となっている、公海流し網と呼ばれる漁が

あったんですけれども、それも 1992 年に禁止

となりまして、日本がそちらのほうで流し網が

できなくなってしまいました。1988 年には、

おっとせい研究室も解消しています。 

 そのような中で、私たちがやっている北海道

の近くの繁殖島、チュレニー島と呼ばれる所の

個体数を見てみますと、戦後、1911 年の国際条

約が始まったころから保護が始まったので、順

調に増えていき、そして、1960 年代から 70 年

代にかけて 1 回ピークを迎えるんですけれど

も、その後、おそらく海洋環境変動によるもの

と思われる減少が起きていました。1990 年以

降はまた増えてきている状況になっています。

この増えたところが 2009 年なんですけれど

も、増えてきたころから、日本海で、キタオッ

トセイと漁業との競合が見られるようになり

ました。オットセイとホッケ漁との競合です。 
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 まず、漁業被害がどういうふうに起こるの

かを調べました。先ほども言いましたよう

に、オットセイの調査は、ほとんどが三陸沖

で行われていたんです。なので、北海道日本

海側でどういうふうになっているのかが分

からなかったので、漁業者さんの船に学生が

乗って、松前の港から松前小島と呼ばれる所

まで、どのあたりにオットセイがいるのかを

見ました。すると、沿岸で見られることが分

かりました。北海道大学の船を使って、この

あたりでオットセイの目視調査と、計量魚群

探知機で、音波による計測をしました。魚が

いると右真ん中の図のような反応が見られ

るのです。図中、右上がりの線が海底を示し、

青く横に伸びているのが魚の反応です。左の

下の図が魚の反応で赤が濃いほど強いこと

を示します。上の図がオットセイがいる場所

で、上下を比べると、餌生物の分布と対応し

ていることが分かってきました。 

 混獲して死亡してしまったり、漂着して死

亡してしまったりしたオットセイの胃の中を調べてみると、日本海だと、スルメイカとか、ヤリ

イカ、イカナゴ、カタクチイワシ、ホッケ、スケトウダラを食べていて、太平洋だと、ハダカイ

ワシとか、スケトウダラを食べている。このあたりでは、漁業対象種もやはり食べていることが

分かりました。 

 では、北海道の松前沖に来ているオットセ

イは、どこの繁殖地から来ているのでしょう

か。最近、増えている繁殖地と、減っている

繁殖地があって、プリビロフ諸島は昔 250 万

頭いたんですけれども、1950 年、60 年ぐら

いをピークとして、がんがん減ってしまって

いるんです。なので、このあたりから来てい

るのかは、とても重要でした。 

遺伝子から分かるかということで、アメリ

カの海洋大気庁(NOAA)と協力して遺伝子的

に研究してみたんですけれども、どの場所も遺伝子的に混ざっていることが分かり、地理的な違

いが見られないことが分かりました。 
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 では、どこまで行くのかということで、オッ

トセイを海で捕まえて、毛皮に衛星発信器と呼

ばれるものを付けて追跡すると、松前沖からい

ろいろな所に北上していって、千島に行くも

の、コマンダー諸島に行くもの、プリビロフに

も 1個体行ってしまったのですが、さまざまな

繁殖場へと移動したことが分かります。 

 これまでの調査結果、松前での滞在時期は 11

月から 6月で 2月ごろがピーク。摂餌生態は、

漁業対象種も食べて、分布は餌生物の分布と対

応し、系群構造では地理的な違いは見られな

い、回遊先は、千島列島、コマンダー諸島、プ

リビロフ諸島ということが分かりました。 

 そんなことをやっている間に、ラッコも北

海道の東部にやってきて、2014 年には親子が初

確認されました。これは、ロシアの千島列島で、

どこにラッコがよくいるかを調べているもの

で、赤ほどいっぱいいます。おそらく、北海道

東部には歯舞のあたりから来ているのではな

いかと考えられます。 

ラッコは、先ほどから防寒方法として高密な

毛皮があると言っていたんですけれども、これ

により乱獲によって激減してしまいましたが、

その後、保護によって増加をしています。この

毛皮だけでは防寒ができませんので、実は高い

代謝率があるのです。陸生の同じサイズの哺乳

類の 2、3 倍の代謝率を持っていて、餌をいっ

ぱい食べる。しかも、高カロリーな貝とか、ウ

ニとか、カニとか、日本人が大好きなものたち

を食べているわけです。なので、これが漁業と

の競合になっていくことになります。 
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 ラッコは、餌を食べるときに必ず海の上に

持ち帰って食べるので、ずっと私たちが観察

していると、何をどれぐらい食べているのか

が大体分かるのです。採餌行動を観察してい

きますと、これはある年のデータなんですけ

れども、皆さん、ウニがよく食べられるとすご

く気にしていたんですけれども、二枚貝が多

いことが分かりました。ラッコの食性がなぜ

ウニじゃなくて二枚貝が多いのかを考えてい

きます。 

 アメリカのワシントン州では、ラッコが最

初に戻ってきたとき、再定着初期はウニをま

ず食べていきます。ウニがなくなると、日和見

捕食と呼ばれる、そこらへんにあるものを取

りあえず食べる行為になっていきます。なの

で、北海道東部でも、ウニが少なくなって日和

見になったのかなと思って、潜水士さんに海

底の生物を取ってきてもらって、どれぐらい

ウニが残っているのかと見ましたら、ウニも

いました。なので、食べ尽くしたわけではない

ということが分かりました。 

 取ってきた餌生物の 1個当たりのエネルギーを分析してみたのですけれども、そうすると、ウ

ニは 1 個当たり 34 キロジュールだったんですが、二枚貝は、大きなものだと 174 から 320 キロ

ジュールということで、二枚貝のほうがおそらく効率的にエネルギーが取れるものだということ

が考えられました。ですけれども、今後、ラッコが二枚貝を食べ尽くしてしまうと、今度はどう

なるかというのが問題になってきます。また、さらに、先ほどの植物プランクトンは海の生産性

を支えるものという話があったんですけれども、温暖化により、赤潮などが問題になってきて、

去年、おととしに赤潮が大量発生をしまして、ウニがいっぱい死にました。ラッコがいる海でも、

ウニと、オオバンヒザラガイ、これもラッコがよく食べているものの 1つなんですけれども大量

死しました。なので、今後この赤潮が海棲哺乳類、ラッコなどに対してどんな影響を与えるのか

も調べていかなければいけません。 

 ラッコやオットセイとヒトとの関係の変

化を見ていきますと、持続的利用から、乱獲、

そして激減で保護したことによって増加し

て、今度は漁業と競合という流れで、どんな

海棲哺乳類も同じようにたどっているので

す。なので、私たちはラッコやオットセイと

ヒトとの関係をずっと考えているんですけ

れども、これまで毛皮を捕る、そして売る、

飼育する、増やす、見る、野生のものを見た

り見せたりする、漁業と競合する、そうする
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と駆除するとかになりますし、管理する。そして守る、研究するというのもあります。 

 このような関係はすごく短期的な関係で、見える関係なんですけれども、実は赤潮が温暖化の

結果であるというように、生息域を破壊するとか、汚染するとか、餌を減らすというのは、海の

中のことなので、私たち人間があまり分かっていない長期的なことなんですね。なので、長期的

に人が起こしていることは、とても見えづらい関係であるということは、私たちは頭に入れてい

かなきゃいけないなと考えています。そして、私たちは学び、ともに生きる関係を作っていきた

いと思っています。 

以上です。ありがとうございました。 




